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取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従つた使用状態で、保証期間内に故障した場合のみ無料修理い

たします。

保証期間中でも次の場合には有料修理となります。

(イ )使用上の誤り、または、自己修理、分解、調整、改造等による故障及び損傷

(□ )お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び損傷

(八)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、異常電圧、水推卜り等による故障及び損傷

(二)消耗または摩耗した部品、付属品の交換

(ホ )本書のこ提示がない場合

(へ)本書にお買上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるしヽま文字を書きかえられた場合

(lBし 、販売シールや領収証でも未記入項目の代用となります。)

(卜 )本品本来の用途以外に使用された場合の故障及び損傷

(チ)一般家庭用以外(例 :業務用、または業務用に準する使用方法)で使用された場合の故障及び損傷

こ贈答、こ転居等で本保証書に記入のお買上げ販売店に修理をこ依頼になれない場合は、弊社修理こ相談

センターにお問い合わせください。

本書は日本国内においてのみ有効です。 丁his warranty is valid only in」 apan

本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

修理メモ

★住所 店名 電話

販

売

店

(注)☆印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずこ確認ください。

RCS‐C416K‐K

このたびは、Audk》 C(】 1■ 1ず製品をお買い上げいただき、

誠にありがとうこざいました。

iへ 曽 饉テ 1電
気製品は安全のため注意事項を守らないと、火災や人身事故になることがあります。

i・ (ノ )IⅣ Iル lル |り 脇 111(|、 中|,|イ ,Ⅳ l lノ (Vて′)llりIな
/1意事項と製品の取り扱い方を示しています。“この取扱説明

日をよくお腕みの上、製品を安全にお使いください。"なお、お読みになられた後は、こ使用時にいつでも見ら

オltl d,1)メ リ|ltイ∵十彎tノ「
.(ア、 い`。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修
理をお約束するものです。

※この保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)、 及
びそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限する

ものではありません。
※保証期間経過後の修理についてこ不明の場合は、お買上げの販

売店または弊社修理こ相談センターにお問い合わせください。
※お客様にこ記入いただいた保証書の内容は、保証期間内のサー

ビス活動及びその後の安全点検活動のために記載内容を利用さ

せていただく場合がありますので、こ了承ください。

◎ 閲 R｀ 株式会社 オーム電機
〒342-8502埼玉県吉川市旭3-8

http://www ohm‐ electric co jp

ALICliC)C〕 c)111111°

取扱説明書 保証書付

商品名 USB/SD・ カセットラジオ      | ☆お買上日 :     年   月   日
|

RCS‐C綱 6(KI品 竃豪

i0764161~保
証期間 :本体1年間6買上げの日かり型 番 |

★お名前                            様
お

客

様

☆こ住所 〒    ―

電話

製品に関するお問い合わせは お客様相談室 ヘ

0120¨ 963¨006 048-992… 2735

回霜朝ポ躙子轟あま桧翼♂
700

'■
に四するこ相談は 修理こIIB談センターヘ

雪青04■Y玲翼翼見ふ
=170007-6416A
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●窓を閉め切つた自動車の中や直射日光が

当たる場所など、異常に温度が高くなる

場所に放置しないでください。キャビネッ

トや部品に悪い影響を与え、故障の原因

となることがあります。

●時計用バックアップ乾電池を挿入する場

合、極性表示 (プラス①とマイナス○の向

き)に注意し、表示通り正しく入れてくださ

い。間違えますと電池の破裂 液もれに

より、火災 けがや周囲を汚損する原因

となることがあります。

●お手入れの際には安全のため電力,ノラ

グをコンセントから抜いてくださいて,感電

の原因となることがあります。

●移動させる場合は、アンテナを壁などか

ら外してください。伸ばしたまま持ち運ぶ

と引つ掛かつたりして、破損やけがの原因

があります。

●こ使用後、電源を切る前に音口を低く

絞つてください。次回使用の際、突然大き

な音が出て、聴力障害などの51因 になる

ことがあります。

●こ使用になる時は、音量を上げすぎない

ようにc~注意ください。近隣のメ惑になる

とともに、耳を刺激するような人きな音量

で長時間続けて聴くと、聴力に;恢 い影響

を与えることがあります。

●旅行などで長時間本機をこ,J]にならな

い時は、安全のため必ず電ルtプラグをコ

ンセントから抜き、乾電池も取り外してく

ださい。火災 液もれの原因となること

があります。

（」に）「Ｘ

カセットテープについて

_ _wき るテープの種類  _J
ノーマルテープ(Typeり をお使いください。ハイポジ

ションテープ(Type l)や 、メタルテープlType Ⅳ)は

使用できません。

ノーマルテープにおきましても、C90(90分テープ)

未満のテープを使用してください。C-90以上の長時

間テープは通常のカセットテープに比べて非常に薄

いため、伸びたり、回転部分に巻き込まれる等の

テープトラブルの原因となりかねませんので、こ使

用はお薦めできません。

エンドレステープはこ使用になれません。

Ol lO

ノーマルテープ(Type I)
乾電池の

電極性に
注意 こ[[彙itlli];[手編語|

にこ注意ください。けがの原因となること

Θ
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●指定以外の電池は使用しないでください。

乾電池の破裂 液もれにより、火災 けが

や周囲を汚損する原因となることがありま

す。

●電磁波を発生させる機器 (テ レビ、モニ

ター等)に近づけないでください。電磁波

により、お互いの機器が干渉し、ノイズや

混信の原因となります。

●移動させる場合は、必ず電源プラグをコ

ハイポジションテープ
(Type Ⅱ)

メタルテープ

(Type Ⅳ)

●万―液もれしたら、液をよく拭き取つてください。また、液が皮膚や衣類に付着した場合はすぐに大量の水で洗い流してくだ

さい。

●万一、もれた液が目に入つた時は、失明の原因となるので、目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で十分に洗い、た

だちに医師に本目談してください。

●使用済みの乾電池を廃棄する時、自治体の条例などで決まりがある場合にはそれに従つて廃棄してください。

|「録音した内容を誤つて消去しないため正三Γ

●カセットテープの背面にある誤録音防止用のツメ

をドライバー等で折ります。

●ツメを折つたカセットテープ もう一度録音する

にはツメを折つた穴をセロ八 テープ等でふさぎ

ます。

|~~~カ セットテープのたるみについて 
¬

こ使用の前に、テープのたるみを必ず取り除いてく

ださい。たるんだまま使用するとテープが機械に巻

き込まれて故障の原因となることがあります。

USBフラッシュメモリーとSDカードについて

SDカードは16GB(SDHC対応)、 USBフラッシュメモリーは16GBまで対応しています。いずれも再生可能なフアイル形式

はMP3またはWMAです。また、録音ファイル形式はMP3(1 28kbps/44 1kHz)と なります。

1こ注意】●市販∪SB八ブ 分岐アダプターはこ使用になれません。SDカード ∪SBフラッシュメモリーを直接差し込

んでこ使用ください。

●SDカードアダプターでのこ使用はおすすめしません。接触不具合等により正常に機能しないことがあります。

●フォーマット形式やこ使用状況により、SDカード∪SBフラッシメ モリーがこ使用になれないことがあります。

●USB端子は録音再生専用です。充電機育日ま搭載されておりません。

●DRM(デジタル著作権管理)フアイルの再生はできません。

著作権について

放送やレコードその他の録音物(ミュージックテーブ、カラオケテープ、コンパクトデイスクなど)の音楽作品は、

音楽の歌詞、楽曲などと同じく、著作権法により保護されています。従つてそれらから録音したものは個人とし

て楽しむなどのほ力ヽま、著作権法上、権利者に無断では使用できません。

液もれ、発熱、破裂等の事故を防ぐために、以下のことをお守りください。

|  ____  |▲  |:

△ 警告
大中への投入、川熱、分解をしなしヽ

ショートさせない △注意 :爆辱帯鶉諸鶉 可
しばらく使わない時は電池を取り外して

| おく

0 0
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電源について

電源プラグを抜き差ししたり、時計用バックアップ乾電池を出し入れする時は、電力

“

′|(タ ンを押し、電源オ
フ(スタンバイモード)の時に行つてください。

電源を切る前には音量を小さくしてください。大きいままですと、次に電源を入れて躁

“

tノ た時、突然大き
な音が出て聴力障害などの原因となることがあります。

家庭用コンセントに接続するには

電源プラグを家庭用コンセントヘ差し込んでください。

※本機を使用しない時は、電源プラグ]ンセントから抜いてくださしヽ。

時計用パックアップ乾電池をセットするには
1.電池カバー(本機底画)のツメを引き上げるようにして、カバーを取り外します。

2.単4形乾電池2本 G」売)を①Oの向きに注意しながら正しく入れます(下図参照)。

3.電池を入れ終えたら、電池カバーを元通りにはめます。

注意/時計用バックアップ乾電池はあくまで時計設定のメモリー保持のためのものです。この電池だけでは

本機は動作しません。こ使用の際には必ず電源コードを家庭用コンセントに接続してください。

各部の名称

△
△

m
ヘッドホン端子

A∪×IN

(外部音声入力)

端子

FMアンテナ

多/ ⑦SDカードスロット

③∪SB端子

⑨再生 一時停止ボタン

⑩スキップボタン    
¬

:」勤①停止/バンドボ

⑫スキップボタン

⑬電源ボタン

⑭録音ボタン

⑮内蔵マイク

⑩スヌーズボタン

①フアンクシヨンボタン

⑩スリープボタン

⑩モードボタン

⑩アラ ムボタン

④フォルダーアップ/メモリーボタン

⑫タイ ーボタン

⑩音量ボタン (十 )

②音量ボタン (― )

電源コード

00

ディスプレイ
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電池カバー



時刻を設定する 電源オフ(スタンバイモード)の時に操作してください。 ラジオを聴く

電源オフ(スタンバイモード)時に
モードボタンを長押しします。
ディスプレイの点滅が「―十―」から「24 HO∪ R」に変わります。

′ 電

時刻表示を 12時間形式にしたい場合は、
スキップボタン(開/H)を押して「12 HOUR」 を選び、
モードボタンを押します。

24時間形式をこ希望の場合は、スキップボタンを操作せず、
「24 HO∪ R」のまま、モードボタンを押します。

０

０

電源ボタンを押して電源を入れます。

フアンクションボタンを数回押して「TUNER」 を選びます。

:][::各「ィロl

゛
|ビt「1日 |

′ l

スキップボタン(用/照 )を数回押して
「時」表示を設定し、モードボタンを押します。
スキップボタン(申/申 )を長押しすると、表示が早く送ら
れます。

スキップボタン(翔 /照 )を数回押して
「分」表示を設定し、モードボタンを押します。

時亥」が確定します。

AM放送の場合 本機はアンテナが内
蔵されています。より良く受信するため

に、本機を置く場所や向きを調整してく

ださい。

FM放送の場合 ワイヤー

アンテナをしつかりと伸ば

し、位置や向きを調節して、
いちばんよく受信できる場

所にテープ等で留めてくだ
さい。

停止/バンドボタンを押してFMまたはAMを選びます。

FMステレオ放送を良好な状態

で受信すると、
“
輌》 マークが

点灯します。

「 11  1五日]Mセ

スキップボタン(翔/H)でお聴きになりたい

放送局を選びます。

●スキップボタン(翔/照 )を押すたびに、AM放送の場合は
9kHz単 位で、FM放送の場合は1 00kHz単位で周波数が
変化します。

●スキップボタン(申/照 )を長押しすると、周波数が自動で
送られ、いちばん最初に受信できた放送局で止まります。

「 11  日 |

0

砕1戯It

音量ボタン(+/―)で音量を調節します。

周囲への迷惑になることがありますので、音量の上げすぎにこ
注意ください。

ラジオを終了するには、
電源ボタンを押して電源を切ります。

0

」
―
‥ F

゛

フ
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録音   再生   巻戻 し  早送 り  取出し 一時停止

0■■
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カセットテープを聴く SDカード・USBフラッシュメモリーの音楽・音声を聴く

電源ボタンを押して電源を入れます。

フアンクションポタンを数回押して「TAPE」を選びます。

カセットの停止/取出しボタンを押して
カセットドアを開け、カセットテープをセットします。

再生ボタンを押すと、再生が始まります。

音量ボタン(+/―)で音量を調節します。

周囲への迷惑になることがありますので、音量の上げ
すぎにこ注意ください。

`

丁目F
カセットを終了するには、
停止/取出しボタンを押して
テープの走行を止め、
電源ボタンを押して電源を切ります。

終了後は、本機からカセットを取り出し、ケース
に入れて保管してください。

SDカードまたは
USBフラッシュメモリーを
それぞれのスロット
または端子にセットします。

電源ボタンを押して電源を入れます。

フアンクションボタンを数回押して
「CARD」または「USB」を選びますb

[日F]TttF圧

再生面が上、テープが見えるほうを手前にしてセットしま
す。セットしたら、カセットウ を手で閉めてください。

L三  些匹 =墾
作ボタンの基梢能 J

一時停止 (H)・ ―再生中に押すと再生を一時停止
します。もう一度押すと、再生を
再開します。

停止/取出し (|▲)早送り巻戻し再生 録音中に押
すとそれらの動作を停止します。
停止中に押すとカセットドアが開
きます。

早送り (")・ 十¨押すとテープを早送りします。

巻戻し (“ )・…・‐押すとテープを巻戻します。

再生 (卜 )¨ …̈… 押すとテープを再生します。

録音 (0)― :・・・… 押すとテープに録音します。この
ボタンを押すだけで再生ボタン
も一緒に押し込まれ、録音状態
になります。

:l[

⑩

０

００
０

０

０

０

０

０

メディア内のフアイルが読み込まれ、
自動的に再生が始まります。

__         フォルダー番号

SDカード再生中の表示例  ∪SBフラッシュメモリー再生中
の表示例

※「FOLDER」 マークおよびフォルダー番号は、音量表示と交
互に表示されます。

音量ボタン(+/―)で音量を調節します。

周囲への迷惑になることがありますので、音量の上げすぎにこ
注意ください。

再生を一時停止するには、再生/一時停止ボタンを押し
ます。もう一度押すと再生を再開します。

再生を終了するには、停止/バンドボタンを押した後、
電源ボタンを押して電源を切ります。

Ｐ３

１

‥ コ

次ベージヘ続く>>



SDカード・USBフラッシュメモリーの音楽・音声を聴く(つづき)

`●

・・.

111・
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スキップ再生/サーチ再生

●スキップ再生

再生中にスキップボタン(")を 1回押すc~

とに次の曲に進み、曲の最初から再生が始ま
ります。スキップボタン(H)を押すと、ひとつ

前の曲に戻つて再生します。

●サーチ再生

再生中にスキップボタン(申 )を押し続けると
早送りになり、スキップボタン(H)を押し続
けると早戻しになります。経過時間表示を見
ながら希望のところで指を離すと、そこから
通常の再生が始まります。

再生中または一時停止中に操作してください。

●全曲リピート

再生中または一時停止中にリピートボタンを
2回押すと、メディアの全曲が繰り返し再生
されます(ディスプレイの「REPEAT ALL」

停止中に操作してください。

停止中にモードボタンを押します。
ディスプレイに「P01 000Jと「MEMORY」が表示され、最
初に登録したい曲を選べる状態になります。

[可1辟
ディスプレイの表示が「P02 000」 と表示され、2番目に登
録したい曲を選べる状態になります。

14…  」こJ
IP 日1 日日5 ,

リピート再生とランダム再生

●1曲リピート

再生中または一時停止中にモードボタンを 1

回押すと、現在選ばれている曲が繰り返し再
生されます(ディスプレイに「REPEAT」 が点

o OJttI多:託邸毛11聾猷ダ~な

灯します)。

「

T
,日 Ll :

日
'¬

[|
HH」

¨

日L十日ご |

が点灯します)。

IW‖
′

]日 1 日ι十日ご

一ｒ＝一月日̈

●フォルダーリピート

再生中または一時停止中にモードボタンを3
回押すと、現在選ばれているフォルダー内の
曲が繰り返し再生されます(ディスプレイに ,

「REPEAT FOLDER」が点灯します)。

ギ■I●F日 顧
C AЯ O■                

…

1日
目
‖
I日 LI目F I

●ランダム再生

再生中または一時停止中にモードボタンを4
回押すと、メディア内の曲をランダムに再生
します(ディスプレイに「RANDOM」」が点灯
します)。

ステップ2の手順を繰り返して、
再生したい順に曲を登録します。

MP3の場合は最大99曲まで登録できます。

再生/一時停止ボタンを押すと、プログラム再生が始まります。

プログラム再生中は「MEMORY」 が点灯します。

鵬逓判
0:ζ目多子会轡星渥信歯[歴酵 )|こf謝了じ還↑菖鼻発幣聾上しますがプログ

ラム自体は保持されています。もう1回押すとプログラム内容が破棄されます。また、電源
を切る、他のフアンクションに移行する、といつた操作をした場合も、プログラムは破棄され
ます。

●プログラム再生を始めた後、停止/バンドボタンを1回押してからモードボタンを押すと、
押すたびにブログラム内容(登録番号と曲番号)を順に表示します。その際に、ステップ2
と同様の手順で新たに曲番号を選ぶと、曲順を修正することができます。

●プログラム再生とリピート再生を組み合わせると、お聴きになりたい曲順で繰り返し再生

することができます。

●輌扁 ●プログラム再生とランダム再生を併用することはできません。

0

1日]

目目51
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・・・

鵬常 i
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してください(停止/バンドボタンを押して再生を停止した場合も解除されます)。

0



外部機器の音楽・音声を聴く
本機背面の∧∪×IN(外部音声入力)端子と外部機器をφ35mmステレオミニプラグコードG」売)で接続して、音
楽などを楽しむことができます。

ヘツドホン端子または
音声出力端子に接続

本機と外部機器双方の電源を切ります。

上図を参照し、本機と外部機器を接続します。

外部機器、本機の順で電源を入れます。
外部機器の電源を入れた後、外部機器側の音量を絞つてください。

本機のフアンクションボタンを数回押して
「AUX」を選びます。

目」)(

外部機器側で再生等の操作をしてお楽しみください。

※音量操作は本機と外部機器側のどちらでもできますが、本機側で
過度に大きくした場合、他のフアンクションに移行時、大音量を発す
ることがありますので、十分こ注意ください。

聞き終わつたら、外部機器、本機双方の電源を切り、
接続を解除します。

ラジオ放送をカセットテープに録音する

|

O tF

国

●

電源ボタンを押して電源を入れ、
録音したいラジオ放送を受信します。

ラジオの受信方法は、「ラジオを聴く」(P8)をこ参
照ください。

カセットの停止/取出しボタンを押して
カセットドアを開け、カセットテープをセットします。

カセットの一時停止ボタンを押した後、
録音ボタンを押し込みます(=録音スタンバイ)。

録音ボタンを押すと再生ボタンもいつしょに押し込
まれます。

録音を始めたいところで、一時停止ボタンを押します
(=録音開始)。

録音中に一時停止ボタンを押すと、録音を一時停止
します。もう一度押すと、録音を再開します。

録音を停止する時は、
停止/取出しボタンを押します。

終了後は、本機からカセットを取り出し、ケースに入
れて保管してください。

録音面が上、テープが見えるほうを手前にし
てセットします。テープの端のリードテープ

(透明部)は録音できません。あらかじめ送っ

ておきましょう。セットしたら、カセットドアを手
で閉めてください。

”一一一̈一一一韻一一一̈一一一
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カセットテープからSDカード・USBフラッシュメモリーに録音する

カセットテープに録音さrlた音楽や音声を、MP3形式のフアイルとして、SDカードまたはUSBフラッシュメモリーに録音することができます。

m

０

０

0鶏翠醤鯰鵬  軍F「
黒 [ヽノ|

「WAITING」 が「TAPE REC」に変わると録

0"舗翻 lW黙、フラッシュ「_鮨レ勺レ曲

電源ボタンを押して電源を入れ、
録音先となるSDカード、
またはUSBフラッシュメモリーをセットします。
SDカード、∪SBフ ラッシュメモリーの装着方法は
P10を参照してください。

カセットの停止/取出しボタンを押して
カセットドアを開け、カセットテープをセットします。

フアンクシヨンボタンを数回押して「TAPE」 を選び、
録音したい先頭部分までテープを進めます。
その後、一時停止ボタンを押し、

再生一時停止状態にします。

続いてカセットの停止/取出しボタンを押します。

停止/バンドボタンを押すと「REC END」 と表示さ
れて、録音が止まります。終了後は、本機からカセット
を取り出し、ケースに入れて保管してください。

録音面が上、テープが見えるほうを手前にしてセット
します。テープの端のリードテープ(透明部)|よ録音で
きません。あらかじめ送つておきましょう。セットした
ら、カセットドアを手で閉めてください。

‐
T肩撃び吉:飩贔孫B5垣潔嘉
しても録音に影響がありません。

‐ ず誰蕉

`窮

鰐謝笏
1驚
電舅瑠言断設嶽靱

●頭だしなどのために曲に区切りを入れたい時は、区切りたいところでカセットを一時停止、SDカード
∪SBフラッシメ モリーの録音を停止(ステップ⑥)させ、再度ステップЭ～⑥の作業を行つてください。

●録音したファイリИま本機上で|ま肖り除できませ晟メデ″ 内のフアイルの削除は、′しノコン等で行つ

てください:パソコンでのフライル削除操作はパソコン付属の取扱説明書等で確 認ください。

●

SDカード・USBフラッシユメモリーからカセットテープに録音する

―

SDカ ードに録
音する場合 は
「REC CARD」
を選んで録音ボ
タンを押します。

録音中は録音先
のメディアのマー
クが点滅します
(図 の場合は∪S
Bが点減)。

０

０

０

０

０

０

SDカードまたはUSBフラッシュメモリーを
それぞれのスロットまたは端子にセットします。

電源ボタンを押して電源を入れます。

カセットの停止/取出しボタンを押して
カセットドアを開け、カセットテープをセットします。

カセットの一時停止ボタンを押した後、
録音ボタンを押し込みます(=録音スタンバイ)。

録音ボタンを押すと再生ボタンも一緒に押し込まれ
ます。

フアンクションボタンを数回押して、録音元の
「CARD」または「USB」 を選びます。

カセットの一時停止ボタンを解除すると同時に
録音したいファイルを再生します(〓録音開始)

SDカードや∪SBフラッシュメモリーの操作方法は
P10～ 12をこ参照ください。

録音を停止する時は、
停止/取出しボタンを押します。

終了後は、本機からカセットを取り出し、ケースに入
れて保管してください。

録音面が上、テープが見えるほうを手前にし

てセットします。テープの端のリードテープ

(透明部)は録音できません。あらかじめ送つ

ておきましょう。セットしたら、カセットドアを手
で閉めてください。

~:誓
豆じが終:隕 鵬

で 音ヽ量ボタンを操作しても録音に影響がありません。

押し込まれていた操作ボタンも自動的に上がります。
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SDカードとUSBフラッシュメモリーの間でコピー/録音する
SDカード内のフアイルを∪SBフラッシュメモリーにコピー/録音したり、逆に∪SBフラッシュメモリー内のフアイ
ルをSDカードにコピー/録音することができます。カセットからの録音同様に、2つの方法があります。

コピー/録音方法 録音操作 _  上 録音中の再生音 `録音スピード

録音元停止時に録音操作   再生音なし    倍速

録音元再生時に録音操作   再生音あり  「
~等

速

~

録音時のディスプレイのマーク

カ イルコピー

…

…

●

０
０

|  
ここではSDカード

響9Z毛耗連動占蝙県」ξttriメ
モリー1こ

SDカードまたはUSBフラッシュメモリーを
それぞれのスロットまたは端子にセットします。

電源ボタンを押して電源を入れます。

フアンクションボタンを数回押して、録音元の
「CARD」を選びます。

読み込みが終わると自動
的に再生が始まります。

停止/バンドボタンを押して、SDカードの再生を止めます。

1曲だけ録音したい場合は、フォルダーアップ/メモリーボタンとス
キップボタン(翔 /幽)を押して、曲を選んでおきます。全曲または
フォルダー内の全曲(フォルダー階層を持つ場合のみ)を録音したしヽ
場合は、そのままステップ5へ進んでください。
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録音したし`曲を選んで再生してください。全曲またはフォルダー内の全曲を録音したい場合は、
フォルダーの最初から再生してもかまいません。

録音ボタンを押した後、スキップボタン(用/Hく )を押して
録音方法を選び、もう一度録音ボタンを押します。

=^― ^― 一     ―       ｀
REC ONE:ス テップ4で選んだ曲のみ録音します(再生中の場
合は、その曲のみ録音)。

REC ALL:メ ディア内の全曲を録音します(再生中の場合も最
初の曲から全曲を録音)。

REC FOL:フォルダー内の全曲を録音します(再生中の場合も
フォルダー内の最初の曲から全曲を録音)。 ※フォルダー階層を持
つメディアのみ

0
―

フ

「WAITING」としばらく表示された後、録音が始まります。

由の再生が一時的ユ まり、中の最初から再
生し直して録音が始まります。

甲 ・ 爆房換黛多駐
自動でT定に録音●4ますので、音量ボタンを爆作しζ●録音に影響

録音が終わると自動停止します。

録音だけが止まり、再生はそのまま続きます。必要に応じて停止等の操作をしてください。

―
:●∪SBフラッシメ モリニ内のフアわ しをsD方ニドにコピニレ録音する場合は、ステ」・

プ3で「∪SB」を選んでください。
●録音したファイルは、SDカードまたは∪SBフラッシュメモリー内の自動作成フォル

多三讐習暴裏黎筈侮 F苧町 保存●■本機で再牛するarCOlkフ型レ
:

●録音したファイメИま本機上では削除できません。メディア内のファイルの削除は、パソ
コン等で行つてください。パソコンでのフアイル削除操作はパソコン付属の取扱説明
書等でこ確認ください。

外部機器(AUX!N)の音をSD力…ド・USBフラッシュメモリ…に録音する
A∪X IN端子に外部再生機器等を接続しSDカード ∪SBフラッシュメモリーに音声を録音することができます。

/録音方法  _   録音操作    1 録音中の再生音 1 録音スピード 1録音時のディスプレイのマーク

録音元再生時に録音操作 再生音ありF― ●●  J録 音元再生時に録音操作 1  再生音あり  1  等速  |     コヨヨ
"

※接続には市販φ3.5mmミニステレオブラグをこ使用ください。

０

０

-0

０
０

0
SDカードまたはUSBフラッシュメモリーを本機にセットし、外部機器も接続します。
SDカード、∪SBフラッシュメモリーの装着方法はP10を参照してください。
外部機器との接続方法は、P13を参照してください。

電源ボタンを押して電源を入れます。

0



外部機器(AUX:N)の 音をSDカード・USBフラッシュメモリーに録音する(つづき)

フアンクションボタンを数回押して「AUX」 を選びます。

音量調整のある外部機器は、試し録音を行い適度な音量に調
整してください。

月日)(

録音ボタンを押し、スキップボタン(D樹 /申 )を押して    |

ζ テップ5へ進みます。    |

ステップ4の画面が表示されているうちに

外部機器の再生をスタートさせます。

録音を停止するときには、停止/バンドボタンを押し、

続いて外部機器を停止させます。

外部機器は双方の電源を切つた後に接続を解除してください。

~・畔猿御鵬こ協肥響Мttr   鵬銚
ダー番号が表示されます。

●録音したフアイメロま本機上では削除できません。メディア内のフアイルの削除は、J●y
コン等で行つてください。パソコンでのフ イル削除操作はパソコン付属の取扱説明

書等で□確認くださいら
●出などの区切りを入れたい時は、区切りたいところで外部機器を上め、本機の停止/
バンMタンを押し録音を停止させ、再度ス

"プ
4.5の作業を行つてください。
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外部機器(AUXIN)の音をカセットテープに録音する
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P.13を参照して外部機器と本機を接続します。
その後、電源ボタンを押して電源を入れ、
カセットテープをセットします。

カセットテープのセット方法は、P9を参照してください。

カセットの停止/取出しボタンを押して
カセットドアを開け、カセットテープをセットします。

録音面が上、テープが見えるほうを手前にしてセットします。テープ
の端のリードテープ(透明部)は録音できません。あらかじめ送つて
おきましょう。セットしたら、カセットドアを手で閉めてください。

フアンクションボタンを数回押して「AUX」 を選びます。

音量調整のある外部機器は、試し録音を行い適度な音量に調
整してください。

“

,「
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月日)(

カセットの一時停止ボタンを押した後、
録音ボタンを押し込みます(=録音スタンバイ)。

録音ボタンを押すと再生ボタンもいっしょに押tノ込まれます。

一時停止ボタンを押して録音スタンパイを解除すると同時に、
外部機器の再生をスタートさせます(=録音開始 )。

録音中に一時停止ボタンを押すと、録音を一時停止します。もう一
度押すと、録音を再開します。

録音を停止する時は、停止/取出しボタンを押し、続いて外部機器を停止させます。

外部機器は双方の電源を切つた後に接続を解除してください。ま
た、録音終了後は、本機からカセットを取り出し、ケースに入れて保
管してください。

0● テープが終わりまで行くと自動的に止まりF押し込まれていた操作ボタンも自動的に
」Jソリま可「。

0



内蔵マイクを使つてカセットテープに録音する アラーム・タイマーを設定する 電源オフ(スタンバイモード)の時に操作してください。

任意の時刻にアラームや電源オン・オフタイマーを設定することができます。あらかじめ時刻を正しく設定してか

ら操作してください。時刻が設定されていないとアラームは機能しません。

タイマーボタンを約3秒間長押しします。

スキップボタン(翔/照)を押して、
タイマー ONの「時」を選び、タイマーボタンを押します。

●

０

０

●

フアンクションポタンを数回押して「TAPE」を選びます。

カセットの停止/取出しボタンを押して
カセットドアを開け、カセットテープをセットします。

カセットの録音ボタンを押すと録音が始まります。

録音ボタンを押すと再生ボタンも一緒に押し込まれます。

録音用マイク(内蔵)を音
源に向けてセツティングし
てください。

録音を終了するには、

停止/取出しボタンを押して

テープの走行を止め、

電源ボタンを押して電源を切ります。

終了後は、本機からカセットを取り出し、ケースに入れて保
管してください。

○
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録音面が上、テープが見えるほうを手
前にしてセットします。テープの端の
リードテープ(透明部)は録音できま
せん。あらかじめ送つておきましょう。
セットしたら、カセットドアを手で閉め
てください。

０
０∞

∞

「時」を選んでタイマーボタンを押すと、「分J表示が点滅します。

スキップボタン(翔/照 )を押して、

タイマー ONの「分」を選び、タイマーボタンを押します。

「分」を選んでタイマーボタンを押すと、タイマー OFFの設定画面に
なります。

○

０

０

ステップ2～3と同様の手順で
タイマーOFFの「B寺」と「分」を設定します。

スキップボタン(D樹 /照 )を押して、アラーム音として使う

音源を選び、タイマーボタンを押します。

「T∪ NERJ、「∪SBJ、「CARD」 か
ら選べます。

※ビープ音を設定するによP23
ヒントをこ参照ください。

スキップボタン(用 /Kく)を押して、アラーム音量を選び

タイマーボタンを押します。

08野踪篤                  ' |メ皿
°
層 :鬱鼈

0

設定内容が順に表示された後、通常のスタンバイモードに戻ります。

― 壕口 約10秒間、何も操作しない時間が続くと、操作がキャンセルされます。その場合は最初からやり直し

てください。
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00
電源ボタンを押して電源を入れます。
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